
 
成果の説明書 
(氏名) )     高 松 正 毅 (学部)     経 済 学 部 
１ 重要事項 
 
（１）研究業績 
 ① 「〈資料〉村田春海『假字大意抄』翻刻」 

『早稲田大学日本語学会設立 60 周年記念論文集 第１冊言葉のしくみ』ひつじ書房

pp.107-123. 
 ② 「2020 年に頓挫した教育改革――試験による評価が学ばない人間をつくる――」 

『産業研究』第 57 巻第 2 号（通算 94 号）高崎経済大学地域科学研究所 pp.41-55. 
 
（２）講演他 
 ① 76.2Mhz ラジオ高崎「ラジオゼミナール」 

2021(令和 3)年 10 月 8 日・10 月 15 日放送 
 
（３）会議等出席 
 ① 「日本リメディアル教育学会 第 16 回全国大会・定期総会」 

2021(令和 3)年 8 月 18 日(水)～8 月 20 日(金)（オンライン開催） 
 ② 「日本リメディアル教育学会 第 10 回 関東･甲信支部大会」 

2022(令和 4)年 2 月 19 日(土)（オンライン開催） 
 
（４）学内業務（職掌） 
 ① 地域科学研究所所長 
 
 
２ その他の事項 
（１）各種委員等 
 ① 日本リメディアル教育学会理事（監事）・編集委員 
 
（２）居住地近隣における地域貢献 
 ① さいたま市立大砂土小学校土曜チャレンジスクール学習アドバイザー 
 ② さいたま市立植竹中学校土曜チャレンジスクール実行委員･学習アドバイザー 
ただし、実施回数は大幅な削減となった。 
 
 
３ 次年度以降の計画・抱負 

今年度も、新型コロナウイルス感染拡大から受けた物理的・精神的なダメージからの

リハビリの途上にある。いまもってなお資料収集や研究のための出張には行けず、講義

は対面化されたものの「演習」はオンラインで行い、「演習」の合宿や懇親会等は一切行

えないなど、マイナスの影響を受け続けている。 
次年度もまた、受けたダメージを払拭し打開していくべく努力を続けていくことにな

る。 
 
 

 


